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忖度する社員が増えるのは

　忖度という言葉は 2017 年の流行語大賞になった。もともと「他人の

気持ちをおしはかること」という意味で日本の文化である「おもてなし

の心」に通じる言葉だ。お客様の気持ちを忖度することが接客や営業の

基本と言えるからだ。しかし、流行語大賞になってからは、上司や上役

らの真意を推察するといった意味で広く使われるようになった。

　経営トップの立場からすると、自分の思いを忖度してくれる部下はか

わいい。あいつなら俺の思いを理解してやってくれるという部下を多く

持っている上司は自分の思うように経営を進めやすいし、自分の思いを

忖度してくれる社員や気心の知れたお友達が回りにいることは気分的に

も楽だ。そうなると、忖度してくれる社員やお友達を自分の取り巻きに

配置する。昇進は実力ではなく、どれだけトップや上司に気に入れられ

るかがカギとなり、そのような企業風土になればなるほど、忖度する社

員は増える。

　以前、「どこを見て仕事をしている？」というコラムを書いたが、こ

れはトップの思いを忖度する企業の典型的な例だ。あるプロジェクトを

支援した際に、本来であればお客様や市場、また現場を見てどうするか

を議論すべきところ、お客様より社長優先、上司優先、さらには「その

考え方は、社長の考え方に合うか合わないか」「どうすると社長に気に

入ってもらえるか」という議論ばかりで、このプロジェクトの目的は何

なのだと感じた話しだ。

忖度の功罪

　経営トップとしては、何も言わなくても自分の思いを忖度してやって

くれる部下は気持ちが良い。しかし、皆がそうだとすると裸の王様にな

りかねない。馬鹿には見えない布と言われ、皆が見えないとは言えずに

すばらしい服と言っていたら、実は裸だったという話しだが、トップが

こうすべきだと言えば、それが誤っていてもその判断は正しいと言って

皆が進めている姿になりかねない。

　すなわち、社長の意向を忖度する社員ばかりの企業は、間違った方向

に行っていてもそれに反対する人はいないということであり、流石にま

ずいのではという事態になっても社長が決断するまでは止められないこ

とになる。事業がうまくいかなくなった企業の多くは、このような組織

風土になっているケースが多い。

　大切なことは、経営トップが社員は社長や上司の意向を忖度するとい

うことに気付いているかということだ。実は、自分がトップになると、

このことを忘れてしまうことが多い。さらに社員を評価する際に、忖度

する社員ほど評価を高くしていないかということだ。このことを意識し

ていないと、忖度する社員ばかりが役員になっているということになり

かねず、そうなると、皆が上だけ見て仕事をする組織になってしまう。

それでは、衆知を集めることはできず、また、都合の良い情報しか入ら

なくなり、時代の変化にも気付けなくなる。
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意見を言い合う風土を

　このような企業にしないためには、まず、反対意見を堂々と言ってく

れる役員がどれだけいるかを自己評価してみるとよい。反対意見は言っ

てはくれるが、ものすごく気を使って言ってくれているというようなこ

とでは具合が悪い。そのような企業は忖度する風土ができてしまってい

ると考えるべきだ。この風土を変えるには、まず意見を言うのは平等と

決め、皆が意見を言い合うように持って行くことだ。皆が自分の意見に

賛成するような発言しか出ない場合は、意図的に反対意見を言うように

求めたり、リスクとしては何が考えられるか意見を求めることだ。すな

わち、最終の意思決定は自分がするが、意見を言うのは自由というルー

ルを決め、意識して思ったことが言える風土を築くことが大切だ。それ

ができると真に衆知を集めた経営ができる企業にできる。経営危機に陥

らないためにも、また、経営の舵取りを誤らないためにも、意識してこ

のような企業風土を築くことが大切ということだ。

【第7面から続く】

　6 月 7 日は、31.80 台後半でスタートした。海外投資家からタイへ

の投資フローは国債は買い越し、株式は売り越しという中で、合算

ではわずかに資金流入という状況で相場への影響は限定的。海外時

間に入って、リスクオフの流れから 32 付近へ上昇した。

　8 日は翌週に断続的に行われる国外のイベントを控え、32 を挟ん

だレンジ推移に終始。大手格付け会社フィッチがタイの格付けを

BBB+、見通しを「安定的」に据置いたと発表された。

　週が変わって 11 日になっても、翌日から始まる一連の大型イベン

トを前に様子見姿勢が続き、32 を挟んでの値動きが続いた。翌 12 日

には米朝首脳会談に注目が集まり、午後に入ってから米朝首脳会談

の結果が公表されたが、トランプ米大統領と金正恩委員長が署名し

た合意文書には非核化に向けた具体案が記載されておらず、内容が

包括的なものにとどまったことから、大きな値動きにはつながらな

かったが、特段何も起こらず、無事に終わったことが好感され、

32.10 方向へ緩やかに上昇した。13 日に入って、32.10 付近での値動

きが続いている。

引続きイベント多く、イベント通過後の値動きに注意
　

　本日夜から FOMC・ECB・日銀金融政策決定会合が連日予定されてお

り、引続きイベント目白押しの 1 週間となっている。FOMC では利上

げは所与のものとして、今後のフォワードガイダンスに注目が集まっ

ている。既に年 3回 (今回の利上げも含めて後 2回 )の利上げをマー

ケットは織り込んでおり、年内利上げ回数を年 3 回から年 4 回に引

きあげるかどうか、またはその見通しに対する FOMC 参加者の考えや

意見が声明文にどのように盛り込まれるかが焦点となりそうだ。続

く、ECB では資産買取プログラムの終了に関してどのような声明にな

るのか、続く会見でドラギ総裁がどのように発言するのかに焦点が

集まっている。日銀金融政策決定会合はおそらくは無風で現状維持

のスタンスを再確認するといったレベルを予想。既に FOMC の利上げ

についてはある程度、織り込まれているため、個人的には ECB に注

意したい。ここで資産買取プログラムについていつ終了するのか等、

出口戦略について明確なコメントがあった場合については、ユーロ

は上昇していくものと見込まれ、その場合はドル下落、バーツ高と

いう展開となるのではないかと予想する。 （6月 13 日　12:00） 
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海外からの資金流入を受けてバーツは堅調

かったが、特段何も起こ




